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競技種目の違いによる競技中の反社会的態度の比較
: 大学生競技者を対象として














　我が国においては川北ほか （2010） が Lee et al. （2001） の社
会的態度についての尺度を翻訳し，Lee et al. （2001） の尺度に
おいて狡猾な行為や不正行為を容認する “acceptance of 
cheating” と，相手競技者を刺激したり混乱させたりすること





ほか （2010） と同じく“acceptance of cheating” および “acceptance 
of gamesmanship” が 1つの因子にまとまったことを報告して




対象とした深見ほか （2011） においては，達成動機の “自我指
向” と反社会的態度の間に極めて弱い相関が確認されている
が，高校生競技者と大学生バスケットボール競技者に調査を
行なった浦井ほか （2014） では，高校生競技者において “自我
指向” と反社会的態度における “不正行為” との間に弱い正の





















































　Sport Attitudes Questionnaire （Lee et al., 2001） を翻訳した川
北ほか （2010） の尺度の一部を用いる。回答は，「まったくあ
てはまらない （1）」，「あまりあてはまらない （2）」，「どちらと









う文章を追加した。回答は 2） と同じく ,「まったくあてはま
らない （1）」，「あまりあてはまらない （2）」，「どちらともいえ
ない （3）」，「ややあてはまる （4）」，「非常にあてはまる （5）」
の 5つから当てはまるものを 1つ選択させた。
4．分析方法








































度数 平均値 標準偏差 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 p値 ES:d
競技中の反社会的態度 130 2.24 0.94 192 2.34 0.89 -0.93 320.00 0.36 0.11
競技中のフェアプレイ阻害状況における反社会的態度 130 2.50 1.20 191 2.42 1.10 0.59 319.00 0.56 0.07
接触あり 接触なし
度数 平均値 標準偏差 度数 平均値 標準偏差 t値 自由度 p値 ES:d
競技中の反社会的態度 116 2.46 0.92 206 2.21 0.89 2.45 320.00 0.02 0.28















と一致した結果ではなかった。Bolter and Weiss （2012, 2018） 
においては，指導者のスポーツパーソンシップより勝利を優先す
る姿勢が競技中の反社会的行動に正の相関を示し，Kavussanu 
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